
●
中
央
給
電
指
令
所
の
役
割
と
需
給
調
整
の
意
義

─
─
電
気
が
足
り
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、
停
電
す
る
こ

と
な
く
電
気
は
届
い
て
い
る
。
中
央
給
電
指
令
所
が
そ

の
調
整
を
行
っ
て
い
る
の
か
？

　

お
客
さ
ま
に
安
定
し
て
電
気
を
お
届
け
す
る
に
は
、

発
電
か
ら
送
配
電
に
至
る
電
気
の
流
れ
を
総
合
的
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
つ
ま
り
、
電

気
の
使
用
量
と
発
電
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
「
需
給
運

用
」
と
、
電
気
の
流
れ
る
道
筋
を
守
る
「
系
統
運
用
」

が
両
輪
と
な
っ
て
初
め
て
安
定
供
給
が
実
現
す
る
。

　

こ
の
需
給
運
用
を
担
う
の
が
中
央
給
電
指
令
所
（
中

給
）
だ
。
中
給
で
は
、
需
給
計
画
や
発
電
機
の
運
用
計

画
な
ど
の
オ
フ
ラ
イ
ン
業
務
を
担
当
す
る
日
勤
所
員
と
、

五
人
一
班
の
五
班
三
交
替
制
で
オ
ン
ラ
イ
ン
の
需
給
調

整
を
担
当
す
る
当
直
員
─
─
総
勢
五
五
人
の
陣
容
で
、

関
西
一
三
五
一
万
口
の
お
客
さ
ま
が
使
用
す
る
電
気
を
、

二
四
時
間
三
六
五
日
監
視
し
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整

を
行
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
系
統
運
用
を
担
う
の
は
基
幹
系
統
給
電
所

（
基
幹
給
）。
送
電
線
に
流
れ
る
電
気
の
量
を
、
こ
ち
ら

も
二
四
時
間
体
制
で
監
視
し
、
広
域
停
電
防
止
な
ど
を

考
慮
し
た
最
適
な
送
電
系
統
を
構
成
す
る
と
と
も
に
電

圧
を
適
正
に
保
つ
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

安
定
供
給
へ
の
責
任
が
重
い
だ
け
に
、
中
給
と
基
幹

給
は
地
理
的
に
離
れ
た
大
阪
と
京
都
に
分
散
配
置
し
、

万
一
ど
ち
ら
か
で
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
が
起
き
て
も
相
互

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

需給コントロール
の「技」
原子力ゼロで迎えた冬──
しかしいつもどおり途切れることなく電気は届いている。
その舞台裏はどうなっているのか？
安定供給を支える中央給電指令所の所長に訊いた。

米満英二 関西電力 中央給電指令所長

場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
半
導
体
工
場
で
は
、
〇
・
何
秒

と
い
う
瞬
時
の
電
圧
低
下
で
も
操
業
が
停
止
し
て
し
ま

う
場
合
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
求
め
ら
れ
る
品
質
は
千
差

万
別
だ
が
、
電
気
は
お
客
さ
ま
ご
と
に
品
質
を
変
え
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
だ
か
ら
高
品
質
の
電
気
を
必
要

と
す
る
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

●
時
々
刻
々
の
需
給
調
整

─
─
需
給
調
整
と
い
っ
て
も
、
こ
の
冬
は
供
給
予
備
率

が
三
％
と
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
だ
そ
う
だ
が
？

　

供
給
予
備
率
、
つ
ま
り
最
大
電
力
需
要
に
対
す
る
供

給
可
能
電
力
量
の
余
裕
割
合

が
三
％
と
い
う
の
は
本
当
に

最
低
限
。
電
気
の
使
用
量
は

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
三
％
程
度

の
間
で
刻
々
と
変
動
す
る
た

め
、
そ
の
調
整
分
し
か
な
い
、

と
い
う
こ
と
だ
。

　

突
然
の
発
電
機
ト
ラ
ブ
ル
、

水
力
の
場
合
は
異
常
出
水
や

渇
水
で
供
給
力
が
ダ
ウ
ン
す

る
こ
と
が
あ
る
し
、
気
温
の

僅
か
な
変
動
で
も
電
力
需
要

が
急
増
す
る
こ
と
が
あ
る
。

種
々
の
リ
ス
ク
に
備
え
、
本

来
は
七
〜
八
％
の
予
備
率
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

─
─
二
四
時
間
三
六
五
日
の
細
か
な
需
給
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
必
要
な
の
か
？

　

電
力
会
社
の
使
命
は
、
品
質
の
高
い
電
気
を
安
全
か

つ
安
定
的
に
で
き
る
だ
け
低
廉
な
価
格
で
お
客
さ
ま
へ

お
届
け
す
る
こ
と
だ
。
極
端
に
料
金
が
高
か
っ
た
り
頻

繁
に
停
電
す
る
よ
う
で
は
安
心
し
て
お
使
い
い
た
だ
け

な
い
た
め
、
経
済
性
と
信
頼
性
は
電
力
供
給
の
基
本
だ
。

　
「
電
気
の
品
質
」
で
あ
る
電
圧
や
周
波
数
を
適
正
に

維
持
し
な
い
と
、
お
客
さ
ま
側
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
。
例
え
ば
繊
維
製
造
工
場
で
は
、
周
波
数
が

変
わ
る
と
モ
ー
タ
ー
の
回
転
速
度
が
変
わ
り
、
糸
切
れ

や
糸
の
太
さ
に
ム
ラ
が
出
て
売
り
物
に
な
ら
な
く
な
る

夏季電力需要とピーク時供給力の関係（イメージ）

関西電力のお客さま1軒あたりの年間停電時間の推移
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に
基
づ
き
、
各
発
電
所
に
対
し
電
話
で
起
動
・
停
止
の

指
令
を
出
し
た
り
、
自
ら
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
数
値
を
入

力
し
て
出
力
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

●
需
給
逼
迫
、
綱
渡
り
の
夏
の
舞
台
裏

─
─
一
三
年
夏
は
猛
暑
で
か
な
り
需
給
が
逼
迫
し
た
よ

う
だ
が
、
ど
う
対
応
し
た
の
か
？

　

最
も
厳
し
い
状
況
と
な
っ
た
の
は
、
大
阪
で
一
六
日

間
連
続
の
猛
暑
日
を
記
録
し
た
八
月
二
二
日
。
こ
の
日

は
朝
か
ら
気
温
と
電
力
需
要
が
上
振
れ
し
、
前
日
段
階

で
の
予
想
最
大
電
力
二
七
一
〇
万
ｋＷ
に
対
し
、
午
前
九

時
半
に
二
七
五
〇
万
ｋＷ
、
一
一
時
二
〇
分
に
二
七
八
〇

─
─
と
な
る
と
、
ま
ず
は
需
要
想
定
が
大
事
？

　

そ
れ
が
ス
タ
ー
ト
点
だ
。
基
本
的
に
一
年
の
電
気
の

使
用
量
は
、
夏
は
冷
房
、
冬
は
暖
房
に
よ
っ
て
増
加
す

る
。
冬
の
一
日
で
見
る
と
、
比
較
的
気
温
が
高
く
な
る

昼
間
に
比
べ
、
気
温
が
低
く
な
る
朝
と
夕
方
以
降
の
使

用
量
が
多
く
な
る
。
だ
か
ら
天
候
、
気
温
な
ど
の
気
象

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
過
去
の
需
要
実
績
、
季
節
、
曜
日
、

イ
ベ
ン
ト
の
有
無
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
加
味
し

て
最
大
需
要
を
想
定
。
さ
ら
に
各
時
間
帯
の
電
気
の
使

用
量
を
想
定
す
る
。
年
間
、
月
間
、
週
間
、
翌
日
、
と

徐
々
に
精
度
を
上
げ
て
い
く
。

─
─
そ
の
想
定
を
も
と
に
当
日
の
需
給
調
整
に
臨
む
？

　

当
日
は
、
時
々
刻
々
変
化
す
る
電
気
の
使
用
量
に
合

わ
せ
て
発
電
量
を
調
整
し
、
周
波
数
を
六
〇
㎐
に
保
つ

と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
安
い
電
気
を
お
届
け
す
る
た

め
、
発
電
単
価
の
安
い
発
電
機
か
ら
動
か
す
よ
う
に
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
行
う
の
が
Ａ
Ｆ
Ｃ
（
自
動
周
波
数

制
御
装
置
）
や
Ｅ
Ｌ
Ｄ
（
経
済
負
荷
配
分
装
置
）
と
い

っ
た
装
置
で
、
運
転
中
の
出
力
調
整
の
大
部
分
は
自
動

で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
発
電
機
の
起
動
・
停
止
の
タ
イ
ミ
ン
グ
判
断

は
、
人
間
が
行
う
。
刻
々
の
状
況
変
化
に
対
し
、
数
々

の
判
断
要
素
が
あ
り
、
答
え
は
一
つ
と
は
限
ら
な
い
。

現
状
や
先
行
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
想
定
し
て
総
合

的
に
判
断
す
る
の
は
や
は
り
人
間
。
当
直
員
の
技
能
・

技
術
力
に
か
か
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
発
電
所
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
緊
急
を
要
す
る
場
合
、
当
直
員
は
自
ら
の
判
断

て
厳
し
さ
を
痛
感
し
た
。

─
─
緊
急
調
達
し
た
電
気
は
高
か
っ
た
の
で
は
？

　

電
力
会
社
間
の
緊
急
応
援
融
通
は
予
め
値
段
が
決

ま
っ
て
い
る
が
、
市
場
か
ら
調
達
す
る
と
き
は
そ
の

時
々
の
市
場
価
格
。
当
日
の
卸
電
力
取
引
所
価
格
は
、

五
三
・
五
〇
円
／
kWh
で
、
通
常
の
平
均
単
価
一
六
・
八
七

円
／
kWh
と
比
べ
る
と
、
三
倍
以
上
割
高
。
こ
れ
は
市
場

原
理
だ
か
ら
仕
方
な
い
。
我
々
と
し
て
は
必
要
な
供
給

力
を
確
保
す
る
の
が
最
優
先
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
原
子
力
ゼ
ロ
で
迎
え
る
冬
へ
の
備
え

─
─
猛
暑
の
夏
を
終
え
、
こ
の
冬
は
厳
冬
の
見
通
し
だ

が
、
ど
う
臨
む
の
か
？

　

こ
の
冬
の
需
給
見
通
し
は
、
需
要
が
最
大
電
力
二
五

七
六
万
ｋＷ
、
供
給
力
は
二
六
五
五
万
ｋＷ
と
、
先
ほ
ど
も

話
し
た
と
お
り
予
備
率
は
三
％
だ
。
原
子
力
が
動
か
ず
、

安
い
ベ
ー
ス
電
源
が
な
い
な
か
で
、
お
客
さ
ま
に
節
電

い
た
だ
く
こ
と
を
需
要
想
定
に
織
り
込
む
と
と
も
に
、

供
給
力
面
で
は
他
電
力
か
ら
の
融
通
に
も
期
待
せ
ざ
る

を
得
な
い
現
状
は
、
安
定
供
給
を
使
命
と
す
る
者
と
し

て
は
歯
が
ゆ
い
限
り
だ
。
と
に
か
く
今
あ
る
電
源
で
、

最
大
限
経
済
性
も
追
求
し
つ
つ
安
定
供
給
に
努
め
た
い
。

─
─
供
給
力
不
足
の
な
か
で
は
落
雷
・
豪
雪
な
ど
に
よ

る
送
電
系
統
ト
ラ
ブ
ル
に
は
、
よ
り
気
を
つ
け
な
い
と

い
け
な
い
？

　

も
ち
ろ
ん
。
危
険
が
予
想
さ
れ
る
エ
リ
ア
の
送
電
線

─
─
緊
急
対
応
で
は
人
間
の
力
に
負
う
こ
と
も
多
か
っ

た
の
で
は
？

　

震
災
以
降
の
需
給
逼
迫
を
受
け
、
こ
う
し
た
事
態
を

想
定
し
た
訓
練
を
積
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
現
場
の

当
直
員
た
ち
に
は
対
応
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
て
お
り
、
比

較
的
冷
静
に
適
切
に
対
処
で
き
た
と
思
う
。
と
は
い
え
、

そ
の
時
々
の
状
況
を
正
確
に
把
握
し
て
判
断
の
遅
れ
を

生
じ
な
い
よ
う
に
対
応
し
な
い
と
い
け
な
い
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
は
大
き
か
っ
た
。
震
災
後
、
厳
し
い
需
給
に
お
か

れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
認
識
し
て
い
た
が
、
実
際
に
八

年
ぶ
り
に
緊
急
応
援
融
通
を
受
電
す
る
に
至
り
、
改
め

万
ｋＷ
と
上
方
修
正
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
盆
明
け
の
週
で
需
要
増
は
見
込
ん
で
い
た

も
の
の
、
そ
の
三
日
前
に
舞
鶴
火
力
が
ト
ラ
ブ
ル
で
停

止
（
▲
九
〇
万
ｋＷ
）。
需
給
は
一
段
と
逼
迫
し
、
い
つ

も
は
朝
八
時
半
か
ら
の
所
員
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
、
こ
の

日
は
七
時
半
か
ら
に
繰
り
上
げ
、
早
朝
か
ら
臨
戦
態
勢

は
敷
い
て
い
た
。
既
に
前
日
段
階
で
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
（
日
本

卸
電
力
取
引
所
）
か
ら
電
力
を
調
達
し
て
い
た
が
、
と

て
も
足
り
そ
う
も
な
く
、
午
前
中
に
追
加
調
達
を
実
施
。

と
こ
ろ
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
南
港
火
力
で
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
、
出
力
抑
制
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（
▲

三
〇
万
ｋＷ
）。

2013年8月22日の需給想定の推移

　

南
港
の
復
旧
見
通
し
が
立
た
な
い
な
か
、
こ
の
ま
ま

で
は
必
要
最
低
限
の
予
備
力
も
確
保
で
き
な
く
な
る
と

判
断
。
最
後
の
手
段
と
し
て
他
の
電
力
会
社
に
緊
急
応

援
融
通
を
要
請
し
た
。
実
は
こ
の
日
は
関
西
だ
け
で
な

く
、
西
日
本
全
体
で
需
給
が
逼
迫
し
て
い
た
が
、
幸
い
、

中
部
、
北
陸
、
中
国
、
四
国
の
各
社
か
ら
計
五
〇
万
ｋＷ

を
融
通
し
て
い
た
だ
き
、
何
と
か
最
低
限
の
予
備
率
は

確
保
で
き
た
。
結
局
こ
の
日
の
最
大
電
力
は
、
東
日
本

大
震
災
以
降
の
記
録
を
塗
り
替
え
る
二
八
一
六
万
ｋＷ
。

で
ん
き
使
用
率
も
公
表
を
始
め
て
以
来
最
も
厳
し
い

九
六
％
に
達
し
た
。

時刻
でんき使用率

供給力

（万ｋＷ）

〈当日予想〉
9時30分

95％
2,878

〈見直し〉
11時20分

95％
2,903

〈見直し〉
14時10分

96％
2,931

〈実績〉

96％
2,931

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2,816（2,840）（2,780）（2,750）（想定需要）

〈揚水〉337

〈火力〉1,412

〈他社融通〉628
（＋38）

市場調達

（＋50）

他電力
緊急融通

（△14）

（＋24）

（＋9）

（＋28）

（▲30）

南港3号機
出力抑制

〈一般水力〉265

〈原子力〉236

• 気温は予想/実績ともに最高37℃、最低29℃だった
• 四捨五入の関係で合計数値が一致しないことがある

＊
１

＊
２

＊1…2013年8月22日の13時から16時までの平均価格　＊2…2012年度の13時から16時までの平均価格
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─
─
最
後
に
今
後
の
抱
負
は
？

　

私
は
担
当
者
の
頃
か
ら
お
お
よ
そ
一
四
年
間
、
系
統

運
用
・
需
給
調
整
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、
電
力
自
由
化

の
進
展
に
よ
る
新
電
力
の
参
入
や
卸
電
力
取
引
所
の
開

設
な
ど
、
需
給
調
整
業
務
も
い
ろ
い
ろ
と
様
変
わ
り
し

て
い
る
。

　

今
後
も
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
で
大
き
な
変
化
が
予
想

さ
れ
る
が
、
喫
緊
の
課
題
は
、
原
子
力
の
再
稼
動
が
不

透
明
な
状
況
に
お
い
て
も
、
お
客
さ
ま
に
安
定
し
て
電

気
を
お
届
け
し
て
い
く
た
め
に
、
自
社
電
源
に
加
え
卸

電
力
取
引
所
な
ど
も
最
大
限
活
用
し
て
、
供
給
力
の
確

保
に
努
め
る
こ
と
。
引
き
続
き
需
要
動
向
や
電
源
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
に
も
細
心
の
注
意
を
払
い
、
安
全
・
安
定
供

給
の
達
成
に
向
け
て
、
強
い
使
命
感
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

に
流
れ
る
電
気
の
量
を
抑
制
し
た
り
、
送
電
ル
ー
ト
を

迂
回
さ
せ
る
な
ど
、
大
規
模
停
電
の
未
然
防
止
や
迅
速

な
復
旧
に
よ
る
停
電
時
間
の
最
小
化
に
努
め
、
発
電
所

や
設
備
保
守
担
当
箇
所
は
も
と
よ
り
系
統
運
用
を
担
う

基
幹
給
と
支
店
・
支
社
給
電
制
御
所
、
そ
し
て
中
給
が

一
体
と
な
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

─
─
不
測
の
事
態
に
備
え
た
訓
練
も
実
施
し
て
い
る
？

　

我
々
は
緊
急
時
に
い
か
に
迅
速
・
的
確
に
対
応
す
る

か
が
問
わ
れ
て
お
り
、
い
ざ
と
い
う
時
に
や
る
べ
き
こ

と
が
し
っ
か
り
で
き
る
訓
練
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
他

電
力
と
の
緊
急
応
援
融
通
の
調
整
な
ど
平
常
時
と
は
異

な
る
業
務
が
緊
急
時
に
は
次
々
と
出
て
く
る
。
対
応
を

間
違
え
た
り
後
手
に
回
る
と
大
規
模
停
電
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
。

　

だ
か
ら
中
給
で
は
、
大
規
模
事
故
時
の
復
旧
ス
キ
ル

題字　森　詳介（関西電力株式会社 取締役会長）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
イノベーションに関する国際競争力ランキングで、日本は2007 年
の4 位から12 年には25 位に急落。ハイテク産業のシェアは、中
国が1995 年の3％から2010 年 19％に急伸する一方で、日本は
27％から13％にまで低下したそうです（13年6月閣議決定された

「科学技術イノベーション総合戦略」より）。
経済成長の原動力となる日本の技術力はどうなっているのか、現
代社会の機能維持に不可欠なエネルギーに関する技術はどうな
のか?──今号は「日本の技術力とエネルギー」をテーマに、「鼎
談」では原丈人さん、山口彰さん、大場恭子さんを迎えて議論い
ただくとともに、続く「オピニオン」では、技術と文明、ロボット技術、
新型原子炉、蓄電技術、省エネ技術という5つの分野で、5人の
識者・専門家にエネルギー技術への視点を提示いただきました。
そして「エコルーツ紀行」では、実際のものづくりの現場へ。結城
未来さんと北海道室蘭に「世界の原子力を支える日本のものづく
り技術」を訪ねました。
また「世界はいま」では、2014年サッカーW杯開催で注目されて
いるブラジルのエネルギー政策を取材しました。
経済成長で電気が足りないブラジルとは理由が異なりますが、同
じように電気が不足気味の日本。「かんでんFOCUS」では電力
安定供給を支える需給コントロールについて訊きました。
厳冬。とはいえ、ここでもう一段自らを鍛えれば新しい季節を迎え
られる。そう信じ、新しい『躍』をお届けします。

本誌は植物油インキを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/

発行●関西電力株式会社 広報室　
発行人／保田 亨　編集人／渡辺俊一
〒530-8270 大阪市北区中之島3丁目6番16号 電話06-7501-0240
企画／編集●株式会社エム・シー・アンド・ピー

今号の取材は2013年11月20日までに実施したものです。

の
習
得
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
向
上
の
た
め
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
を
用
い
て
年
間
お
よ
そ
六
〇
日
、
一
九
〇
ケ
ー
ス
に

及
ぶ
多
様
な
事
故
復
旧
訓
練
を
実
施
。
復
旧
操
作
の
基

本
動
作
を
身
に
つ
け
る
単
純
な
ケ
ー
ス
か
ら
、
過
酷
事

故
を
想
定
し
た
複
雑
な
ケ
ー
ス
ま
で
、
ど
ん
な
不
測
の

事
態
が
起
き
て
も
迅
速
・
的
確
な
復
旧
対
応
が
で
き
る

よ
う
備
え
て
い
る
。

●
今
後
の
課
題
と
抱
負

─
─
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
発
送
電
分
離
な

ど
、
需
給
調
整
に
変
化
を
も
た
ら
す
よ
う
な
動
き
が
進

ん
で
い
る
が
、
対
策
は
？

　

太
陽
光
や
風
力
は
気
象
条
件
に
よ
っ
て
出
力
が
大
き

く
変
動
す
る
た
め
、
大
量
導
入
が
進
め
ば
、
周
波
数
の

乱
れ
や
余
剰
電
力
の
発
生
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

る
。
既
存
電
源
と
異
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
「
自

然
」
だ
か
ら
柔
軟
な
出
力
調
整
が
で
き
な
い
た
め
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
の
出
力
把
握
や
事
前
の
出
力
予
測
が
重

要
に
な
る
。
関
西
電
力
は
、
こ
れ
ら
出
力
把
握
や
予
測

の
技
術
開
発
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
蓄
電
池
を
活
用

し
た
需
給
制
御
技
術
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
発
送
電
分
離
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
的
な
電
源

確
保
や
事
故
時
の
復
旧
な
ど
、
一
貫
体
制
の
も
と
で
維

持
し
て
き
た
安
定
供
給
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

分
離
を
補
完
す
る
ル
ー
ル
や
し
く
み
を
整
備
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
我
々
も
実
務
を
担
っ
て
き
た

者
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
見
を
活
か
し
課
題
解

決
に
努
め
た
い
。

取材・編集／田窪由美子

送電系統トラブル実績

中央給電指令所シミュレータ室での訓練

2012年度の送変電トラブルの総件数675件。
約8割が雷撃によるもの

その他
9％（64件）

風雪雨
2％（14件）

鳥獣他接触
10％（67件）

雷撃 79％
（530件）


